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	製品名: βIチューブリンマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM84975
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	応用
	抗原情報
	背景
	チューブリンは微小管の主成分です。チューブリンは2モルのGTPを結合します。1つはβ鎖の交換可能部位、もう1つはα鎖の非交換性部位です（類似性による）。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CHO-K1、Jurkat、3T3、C6、Helaライセート中のβIチューブリンのβIチューブリン抗体を用いたウェスタンブロット分析
	

	β I チューブリン抗体を用いた Hela、マウス脳組織、ラット脳組織ライセート中の β I チューブリンのウェスタンブロット分析
	

	ベータ I チューブリン抗体を使用した、A549、K562、THP-1、ラット脳、Hela 溶解物中のベータ I チューブリンのウエスタン ブロット分析。
	

	Hela中のβIチューブリン（緑）のβIチューブリン抗体およびDAPI（青）を用いた免疫細胞化学分析
	

	β I チューブリン抗体を使用した、ヒト肝臓癌におけるパラフィン包埋β I チューブリンの免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

